
１．平成22年12月期第２四半期の連結業績（平成22年１月１日～平成22年６月30日） 

  

（注）当社は平成22年１月４日にアミタ株式会社を完全子会社とする株式移転により、持株会社として設立されました。

   当連結会計年度が第１期となるため、前年同四半期実績及び対前年同四半期増減率は記載しておりません。  

（２）連結財政状態 

（注）当社は平成22年１月４日にアミタ株式会社を完全子会社とする株式移転により、持株会社として設立されました。
   当連結会計年度が第１期となるため、前期実績は記載しておりません。  

２．配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無：無 

（注）当社は平成22年１月４日にアミタ株式会社を完全子会社とする株式移転により、持株会社として設立されました。

   当連結会計年度が第１期となるため、前期実績は記載しておりません。  

３．平成22年12月期の連結業績予想（平成22年１月１日～平成22年12月31日） 

（注）当四半期における業績予想の修正有無：無 
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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

22年12月期第２四半期  2,427 ―  △84      ―  △50     ―  △59      ― 

21年12月期第２四半期     ―     ―     ―     ―     ―     ―     ―     ― 

  
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

22年12月期第２四半期  △50  82     ―    ―

21年12月期第２四半期     ―    ―     ―    ―

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

22年12月期第２四半期  3,483  818  23.5  702  01

21年12月期     ―     ―     ―     ―   ― 

（参考）自己資本 22年12月期第２四半期 817百万円 21年12月期  ― 百万円

  
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

21年12月期     ―     ―     ―     ―     ―     ―     ―     ―     ―     ― 

22年12月期     ―     ―  0 00

22年12月期（予想）     ―     ― 12 00  12  00

  （％表示は、対前期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期  4,998     ―  109     ―  160     ―  19     ―  16  77



（注）当社は平成22年１月４日にアミタ株式会社を完全子会社とする株式移転により持株会社として設立されました。 

   当連結会計年度が第１期となるため、対前期増減率は記載しておりません。  

４．その他（詳細は、［添付資料］Ｐ．３「その他」をご覧ください。） 

（１）当四半期中における重要な子会社の異動 ：無 

新規      ― 社 （社名      ）、除外    ― 社  （社名      ） 

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用：有 

（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

①  会計基準等の改正に伴う変更：有 

②  ①以外の変更              ：無 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作

成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

  

（４）発行済株式数（普通株式） 

  
  

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

 この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表のレビュー手続が実施中で

す。 

  

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想に関

する事項は、２ページを参照ください。 

  

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年12月期２Ｑ 1,164,624株 21年12月期     ―株

②  期末自己株式数 22年12月期２Ｑ     ―株 21年12月期     ―株

③  期中平均株式数（四半期累計） 22年12月期２Ｑ 1,164,624株 21年12月期２Ｑ     ―株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、世界景気の持ち直しを受けて新興国向けを中心に輸出が増加し

ましたが、内需低迷が長期化する中で景気は穏やかに回復してまいりました。しかしながら、所得環境の悪化や政策効

果の息切れによる悪化の懸念もあり先行きは予断を許さない状況となっております。 

このような経済状況のもと、当社グループは、循環型システムを創るリーディング・カンパニー・グループとし

て、既存事業の強化拡充と新規事業の推進に取り組むとともに、持株会社を中心とするグループ体制構築をおこなって

まいりました。 

当第２四半期連結累計期間については、４月には川崎循環資源製造所（神奈川県川崎市）、６月に北九州循環資源

製造所（福岡県北九州市）を開設し、既存製造所においても新規設備を導入するなど設備投資による再資源化能力の拡

充をおこなってまいりました。また、４月には持株会社を中心としたグループ再編事業を完了し、併せて株式会社アミ

タ環境認証研究所を設立するなどの体制強化を進めてまいりました。 

以上の結果、当第２四半期連結累計期間における売上高はほぼ横ばいの2,427,524千円（前期比0.5％減、前期差

▲12,428千円）、営業損失は人件費増など販売管理費の増加もあり84,507千円（前期比－、前期差▲138,705千円）、

四半期純損失は59,191千円（前期比－、前期差▲62,952千円）となりました。 

  

事業の種類別セグメントの業績は、次のとおりであります。 

① 地上資源事業 

地上資源の製造やリサイクルオペレーションなどをおこなうこのセグメントでは、景気低迷の影響もありまし

たが、製造所の開設や新規設備導入による処理能力の拡大をおこなってまいりました。 

地上資源事業については、売上高1,995,820千円（前期比0.1％増、前期差+2,244千円）、営業利益203,665千円

（前期比6.2％減、前期差▲13,407千円）となりました。 

② 環境ソリューション事業 

環境コンサルティング事業や調査・研究事業などをおこなうこのセグメントでは、企業の経費削減等の影響も

ありコンサルティング案件や研修などの受注が減少しております。またＡＳＰサービス等の新規サービスの売上も

想定通りには伸長せず、営業人員の増員や新規サービス開発のための開発負担など販売管理費の増加もありまし

た。今後は顧客基盤の拡大をおこない、売上高の増加につなげるとともにコスト削減も並行して進めることで収益

改善をおこなってまいります。 

環境ソリューション事業については、売上高310,818千円（前期比8.5％減、前期差▲28,937千円）、営業損失

108,761千円（前期比－、前期差▲74,597千円）となりました。 

③ 自然産業創出事業 

 一次産業におけるビジネスモデルを再構築し、地域の循環型社会の実現を目指すこのセグメントでは、京都府京

丹後市、栃木県那須町、岡山県西粟倉村などで地域プロデュース業務をすすめております。森林酪農やバイオガス

発電、林業施業など当社グループ独自の技術とサービスの提供により地域活性化を総合的に支援していくための体

制づくりをおこなってまいりました。 

 自然産業創出事業については、売上高160,388千円（前期比29.4％増、前期差+36,419千円）、営業損失179,411

千円（前期比－、前期差▲47,206千円）となりました。  

  

※ 当社は平成22年１月４日付で株式移転の方式により、アミタ株式会社の完全親会社としてアミタホールディン

グス株式会社を設立しております。前期比及び前期差については、完全子会社となったアミタ株式会社の平成21

年12月期第２四半期連結累計期間の四半期連結財務諸表と比較しております。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

当第２四半期連結会計期間末における、総資産は地上資源製造事業での設備投資などによる固定資産の増加もあり

ましたが、設備投資の支払や借入金の返済実行に伴う現預金の減少などがあり前連結会計年度末に比べ211,276千円減

少して3,483,904千円となりました。 

負債については借入金の返済などで前連結会計年度末に比べ133,224千円減少して2,665,294千円となりました。ま

た、純資産については、四半期純損失により前連結会計年度末に比べて78,052千円減少して818,610千円となりました 

  

※ 当社は平成22年１月４日付で株式移転の方式により、アミタ株式会社の完全親会社としてアミタホールディン

 グス株式会社を設立しております。上記の前連結会計年度末との比較増減については、完全子会社となったアミ

 タ株式会社の平成21年12月期連結会計年度の連結財務諸表と比較して記載しております。 

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 平成22年12月期の通期の業績予想につきましては、平成22年７月30日付当社「業績予想の修正に関するお知らせ」に

て公表いたしました業績予想からの変更はありません。今後の見通しにつきましては、製造所の開設等による処理能力

の増強の影響が下期を通じて寄与することで、主力の地上資源事業を中心として収益改善を見込んでおります。 

   

（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

①簡便な会計処理 

（法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法） 

法人税等の納付額の算定に関して、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方法によって

おります。繰延税金資産の回収可能性の判断に関して、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の

発生状況に著しい変化がないと認められる場合、前連結会計年度末において使用した将来の業績予測やタックス・

プランニングを利用する方法により算出しております。また、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差

異等の発生状況に著しい変化が認められた場合、繰延税金資産の回収可能性の判断にあたり、財務諸表利用者の判

断を誤らせない範囲において、前連結会計年度末において使用した将来の業績予測やタックス・プランニングに当

該著しい変化による影響を加味したものを利用する方法により算出しております。 

②四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

 該当事項はありません。  

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

「企業結合に関する会計基準」等の適用 

 当第２四半期連結会計期間より「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成20年12月26日）、

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）、「「研究開発費等に係る会計基

準」の一部改正」（企業会計基準第23号 平成20年12月26日）、「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準

第７号 平成20年12月26日）、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年12月26日公表分）及

び「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号 平成20年12月

26日）を適用しております。 

  

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

資産の部  

流動資産  

現金及び預金 308,070

受取手形及び売掛金 661,392

商品及び製品 33,109

仕掛品 41,727

原材料及び貯蔵品 23,788

その他 182,582

流動資産合計 1,250,670

固定資産  

有形固定資産  

建物及び構築物（純額） 344,014

機械装置及び運搬具（純額） 602,342

土地 830,187

その他（純額） 92,630

有形固定資産合計 1,869,174

無形固定資産  

のれん 68,721

その他 41,349

無形固定資産合計 110,070

投資その他の資産  

その他 253,988

投資その他の資産合計 253,988

固定資産合計 2,233,233

資産合計 3,483,904

負債の部  

流動負債  

支払手形及び買掛金 292,276

短期借入金 100,000

1年内返済予定の長期借入金 440,520

未払法人税等 34,527

賞与引当金 49,506

その他 565,353

流動負債合計 1,482,183

固定負債  

長期借入金 964,996

退職給付引当金 155,630

その他 62,483

固定負債合計 1,183,110

負債合計 2,665,294
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

純資産の部  

株主資本  

資本金 473,000

資本剰余金 406,579

利益剰余金 △61,997

株主資本合計 817,582

少数株主持分 1,028

純資産合計 818,610

負債純資産合計 3,483,904
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（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年１月４日 
 至 平成22年６月30日) 

売上高 2,427,524

売上原価 1,497,625

売上総利益 929,899

販売費及び一般管理費 ※1  1,014,407

営業損失（△） △84,507

営業外収益  

受取利息 143

持分法による投資利益 2,363

投資不動産賃貸料 2,256

助成金収入 38,941

その他 8,174

営業外収益合計 51,880

営業外費用  

支払利息 15,654

為替差損 216

不動産賃貸費用 855

その他 933

営業外費用合計 17,660

経常損失（△） △50,288

特別利益  

投資不動産売却益 2,142

補助金収入 31,543

特別利益合計 33,685

特別損失  

減損損失 14,722

固定資産圧縮損 31,543

固定資産除却損 7

特別損失合計 46,272

匿名組合損益分配前税金等調整前四半期純損失
（△）

△62,875

匿名組合損益分配額 △3,423

税金等調整前四半期純損失（△） △59,452

法人税、住民税及び事業税 42,125

法人税等調整額 △35,932

法人税等合計 6,192

少数株主損失（△） △6,453

四半期純損失（△） △59,191
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 該当事項はありません。  

  

  

 該当事項はありません。  

  

  

（四半期連結損益計算書関係）  

  

   

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（５）その他注記情報

当第２四半期連結累計期間 
（自 平成22年１月４日 
至 平成22年６月30日） 

※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費用及び金額

は次のとおりであります。  

報酬給与手当  千円 453,829

賞与引当金繰入額      千円 42,811

退職給付費用      千円 18,141
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